
1. はじめに

1.1.  問題の所在と研究の目的

これまでの授業では生徒の理解を主に教師が

評価をしてきている。 生徒が学習内容をどのように

理解しているかについて教師が授業前 ・ 途中 ・

後にアンケートや各種テストを行ってきた。 理解に

ついてホワイトは次のように述べている。「理解とは，

知識を使ったり， 状況に対処する能力として定義

することができよう。 その定義は， 理解の評価基

準として学校で実施するテスト問題や， 調査にお

ける転移課題 （心理テスト） の利用を背景としてい

る。 しかし， 実際にはその定義と評価法は， 内

的な状態ではなく， 表面化した能力を取り扱って

いるのである。」， また， 「理解を定義する場合に，

難しさのある種のものは， それが理解されるという

ことの尺度と本質にかかわって， いろいろな意味

を持つということである。」（ホワイト　1988/ 堀ら（訳） 
1990）としている。どのように理解しているかは，様々

な側面があり， 単一のテストの形式では， 充分な

評価は行われず， ただ一つの数値による得点で

は人の理解を満足に表現することは難しい。 つま

り， テストに正しく答えられるということがその物事

を正しく理解していることと同義であるとは限らない

ということである。 また， 学習活動について伊藤は
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次のように述べている。 「自ら目標を掲げて， それ

らに向かって学習活動を自ら調整していく自己調

整学習が進んでいく過程においては， 自己の認

知活動をしっかり見つめたり適切にコントロールし

たりするメタ認知のさまざまな側面の働きが不可欠

なものとしてかかわっているといってよい。」（伊藤　

2012） としている。 生徒が自ら学びを進めていくに

は自己の学習の状況を自分自身で知ることが必要

であり， このことが生徒自身の優位な学習につな

がる。 このことより， 本研究では， 生徒の多様な

学び， 表現や理解を保証するとともに， 教師が生

徒を評価するのではなく， 生徒が自分自身で自分

の学びを知ることを目的とした。 また， 自分の学び

や理解度を知ることで自分の学習について考える

機会にしたいと考えた。

1.2.  研究の方法

（1） 「種子をつくる植物のなかま分け」 を題材とし，

自分の学びの状況を自覚的に認識することの

できるような授業の構想を行う。

（2）（1） で設計した授業の有効性を把握するため

に， 次の点から評価を行う。

授業後の生徒の気づきを把握するためにワー

クシートを用いて， 授業についての感想を書か

せ， 生徒の認識を明らかにする。

（3） ワークシートの生徒の記述より， キーワードを

抽出し， KJ 法で分類した後， 全体の傾向に

ついて分析を加える。

2. 授業の構想と実際

2.1.  授業の目的と構想

生徒が自分の学びについて， 自覚的に認知す

ることができるということを授業の目的とする。 具体

的には， 種子植物のなかま分けについて， 既習

の内容をもとに正しく理解しているかどうか， どの

点に疑問点（あやふやになっている部分） がある

のかを生徒自身が認識すること， 自分がまとめた

ことをもとにペアで比較， 議論する中で， 自分の

理解の状況や理解の不十分なところに気付かせ，

用語とその意味が分かるといった表層的な知識で

はなく， 植物の分類に対する用語とそれぞれの関

連性など思考を深めることを目的としている。 その

ために， 関連図法を授業に取り入れる。 関連図と

関連図法の目的について， ホワイトらは次のように

述べている。 「関連図 （Relational Diagrams） の

中には， 対象物の集合や事象の集合， あるいは，

抽象概念の集合間の重なりの様子を示すために，

閉じた図形が描かれる。」 「関連図法の目的は，

ある一つの用語とそれに関連する用語を区別させ

ることによって， 用語に与えている意味を探ること

である。」（ホワイトら 1992/ 中山ら （訳） 1995） として

いる。 つまり， それぞれの概念を閉じた図で表す

ことで， 用語の意味やそれぞれの関連性を再度

確認し，探っていくことになるということである。また，

個人で描いた図をもとにペアや班で話し合いを行

い， それぞれのなかま分けが， 科学的根拠をもと

に考えられているかを議論するなかで， 個々の植

物の知識の整理にもなると考え， この活動を通し

て， 自分の思考の傾向を知り今後の学習に生かさ

せたいと考えた。

2.2.  授業の流れ

(1) 関連図の描き方について， 簡単な例を用い

て学ぶ。

(2) 種子植物について， 個人で関連図を描く。

(3) 個人で描いた関連図をもとにペアで説明 ・ 意

見交換を行う。

(4) 再度， 個人で関連図をかく。

2.3. 授業の展開

「種子植物について， つぎの用語が表す事柄が

どのように関係しているか，図に表そう」 を課題とし，

前時で学習した種子植物のなかま分けについて関

連図を描かせる。 用語は被子植物 ・ 裸子植物 ・

果実ができる ・ 子葉が 1 枚 ・ 子葉が 2 枚 ・ 葉脈

が網状脈 ・ 維管束が散らばっている （花弁が 1 枚
1 枚分かれている）とした。 個人で図にする際，迷っ

たところや不明な点をペアや班活動で意見交換を

行う中で明らかにさせる。 自分たちで解決できない

ときは， 教科書 ・ 資料集を再度確認させ， 自分た

ちの考えと照らし合わせさせる。 話し合ったことや

調べたことをもとに再度関連図を描き，活動を通し

て気づいたことやそう考えた理由を書かせる。
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3.  結果

3.1.  授業後の生徒の認識とその割合

授業後のワークシートの記述のキーワードとなる

語句を抜き出し， KJ 法によって分類を行うと次の

7 つの事柄に分けることができた。 ①種子植物の

なかま分けに対して理解が足りないことへの認識，

②種子植物のなかま分けへの理解， ③班活動の

良さ， ④困難さ， ⑤学習への意欲， ⑥図を描くこ

との利点への認識， ⑦その他である。 それぞれ

の事柄に対して記述があった生徒の割合は， ①

38％，② 35％，③ 32％，④ 26％，⑤ 8％，⑥ 8％，

⑦ 30％である。（図 1）

3.2.  生徒の認識の具体

具体的な記述内容の例は， 以下の通りである。

①種子植物のなかま分けに対して理解が足りて

いないことへの認識

・自分がまだ種子植物について， 理解していな

いということを知りました。

・双子葉類と単子葉類について， 理解しきれて

いなかった。

・ 理解しているつもりだったけど全然理解してい

ないことが分かった。

・ 単語の意味は覚えていたけどなかま分けや

仕組みのことがよく分かっていなかった。

・ 分かったつもりになっていても， 図で表すとか

けないことが分かった。

・ 自分がどれだけ分かったような気になってい

たか分かりました。

②種子植物へのなかま分けへの理解

・ 種子植物のなかまの分け方が分かった。

・ 被子植物は何個にもなかま分けできることが

分かった。

③班活動の良さ

・ チームですると説明したりして分かるが，1 人で

はわからなかった。

・ 1 人の持っている知識だけじゃなく， 自分が

分からないところは他の人の知識で疑問を埋

めることができた。

・ 相談をして， 間違いを話し合い意見が変わっ

たりしてより深まった。

・ 友達と相談することで自分のちがいに気づい

てどうちがうか知ることができた。

・ 確かめ合うことで自信が出た。

・ 話をすることで新しい気づきがでて， 理解が

できた。

・ 相談をすると自分の間違いに気づけるし， 自

分がしそうになったミスをアドバイスすることが

できる。

④困難さ

・ 分かりやすくまとめるのが難しかった。

・ 分けたりするところがどうかけばよいか分から

なかった。

・ あらためて図をかくと難しかった。

・ 関連図は難しい。

・ こんな図をかくことがなかったのでとまどった。

・ 図の分け方が上手にできていませんでした。

あやしいところもありました。

図１ 授業後の生徒の認識の割合
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・ 双子葉類と単子葉類がどうつながるのか考

えるのが難しかった。

・ 分類をきちんと整理していないと難しい。

・ なかま分けは分かっているけど， 関連図にす

るとややこしくなりました。

⑤学習への意欲

・ しっかりと復習しようとあらためて思った。

・ 果実についてもっと調べてみようと思った。

・ うろ覚えのところがあったので， そういうところ

を無くすために頑張って覚えていきたい。

・ちゃんと植物のなかま分けを覚えたい。

・ ヒントが近くにある （資料集など）。 よく目を通

しておきたい。

・自分で調べて答えを見つけたい。

・ 今日帰ったらがんばろうと思いました。

・ 植物についてもう少し知った方が良いと思った。

⑥図を描くことの利点への認識

・ 図をかくことで分かりやすく整理することがで

きた。

・ 今後役に立つ！

・ 関連図をかくことで関係性が分かるということ

を知った。

・ 図をかくことで， なかま分けのイメージがしや

すくなりました。

⑦その他

・ 植物以外の勉強をしていても， 図をかいて自

分の覚えていないところを見つけたい。

・ 最初はかんでかいたけど， 被子植物は脂肪

があるから果実がなるなどの理屈で最後はで

きた。

・ 被子植物のレパートリーがすごかった。 裸子

植物にはないのかな。

・ 習ったことの復習ができたので良かった。

・ 図のかき方がたくさんの方法があってびっくり

した。

・ 普段の日常で見ているものも関連付けてみた

り， 普段からいろいろなものを観察してみたり

するのも良い。

・ 植物はすべてなかま分けができることが分

かった。

・ 「復習」 の大切さを思い知りました。

・ 裸子植物は子葉はないかなど， 疑問が出た。

・ 自分が持っている知識を使って考えることが

楽しかった。

・ 単語が増えると分かりづらくなり， 頭がごちゃ

ごちゃになります。

・ 出ていないキーワードがあるところが引っかか

りやすい。

・人に説明するのは難しい。

・ 2 回目でも間違っていると思う。

4. 考察

4.1. 授業後の生徒の認識とその割合より

授業後のワークシートの記述では， 約 38％の生

徒に 「植物の分類に対して理解が足りていない

こと」 に対する記述が見られた。 また， 約 8％の

生徒が 「植物分類が理解できたことに対する記述

が見られた。 このことより， 種子植物のなかま分け

で学習したことを関連図に表すことにより， 約半数

近くの生徒が自分の植物分類への理解に対する

状態を生徒自身が認識したと考えられる。 理解が

足りていないと回答した生徒の中には，同時に 

「学習への意欲」 に対する記述をしている生徒も

見られ， 理解しきれていない自分の状態を知るこ

とで，学習への意欲へとつながったと考えられる。

4.2. 生徒の認識の具体より

「種子植物のなかま分けに対して理解が足りて

いないこと」 に対する記述の中に 「理解している

つもりだった」 「分かったつもりになっていた」 など

の記述が見られた。また，授業中では　「このまえ

やった枝分かれした図なら分かったのに・ ・ ・ こ

れは分からん。」 という発言があった。 前時の授

業では，種子植物のなかま分けをそれぞれの植物

群の特徴をもとに種子植物のなかま分けを系統樹

で表した。 種子植物をはじめとし， 一つひとつ順

序立てて扱ったこともあり， 生徒は理解した気持ち

になっていたようであるが，ほかの図 （関連図） に

表すとなると， それぞれの言葉の関連性や 「裸子

植物の子葉は何枚なのだろうか？」や「裸子植物の

葉脈は何脈なのか？」 「被子植物は，どう分けてい

けばいいのか？」 などの疑問が生じ， 植物のなか

ま分けについて理解しきれていなかったことに気づ

いたと考えられる。 そして， 「果実について調べて

みたい。」 と記述があったように疑問に思った点を

追求したいと感じたり， 「しっかり復習しよう」 「帰っ
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たらがんばろう」と復習の大切さを感じたりするなど，

学習への意欲へとつながったと考えられる。

「班活動のよさ」 では， 「1 人ではわからなかっ

た」 「自分が分からないところは他人の知識で疑問

を埋めることができた」 など友達に聞くことで， 疑

問を解決できることへの気付きがあっただけでな

く， 「間違いを話し合い意見が変わったりしてより意

見が深まった」 「相談をすると自分の間違いに気づ

けるし， 自分がしそうになったミスをアドバイスする

ことができる」 など自分だけでなくお互いに利点が

あることに気づいたと考えられる。

「困難さ」 では， 「関連図は難しい」 「こんな図

をかくことがなかったのでとまどった」 などの記述が

あり， 関連図を描くこと自体への困難さがあったと

考えられる。 図を描くことに対する躓きから， 本来

目的としていた種子植物について考えることではな

く図をうまく描くためにはどうしたらよいのかというこ

とに対して目的意識が生じた生徒がいた。 これを

解消するためには， ほかの簡易な例題をもとに関

連図を描くことに慣れさせる必要性があった。

5. おわりに

授業内では， 関連図を描くにあたって出てきた

い疑問に対し， 教科書や資料集をもう一度見直し

たい， 確認したいという欲求が出てきて， 熱心に

調べる姿が見られた。 「今後役に立つ」 「普段の日

常で見ているものも関連付けてみたり， 普段から

いろいろなものを観察してみたりするのも良い。」 と

いった記述も見られた。 授業を通して， 多くの生

徒が自分の学びに対して何らかの認識を持ったと

考える。しかしながら，生徒が自ら学び続けるといっ

た継続的な学びにはつながっていない。 今後は，

関連図法以外の評価法も取り入れつつ， 生徒に

多様な学びを知らせるとともに， 生徒が学習に意

欲的に取り組めるような授業実践を行いたいと考

えている。
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